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　キリスト教（聖書）を基盤におく教育を明示している酪農学園が、「キリスト教教育とは何ですか？」と
問われた時に、忘れてはならない箇所と思います。人を造り上げるのは知識ではなく愛であるという
考え方、それは知識偏重を退けて神の愛によって活かされていることに感謝し謙遜に歩むことを勧め
る生き方となります。「学」の追究を使命とする教育機関において、「愛（関係性）」とのバランスが問わ
れます。追究してたどり着いた正しさを人の功績とはせずに、愛による関わりを与える神様の支えに感
謝し、賛美につながる謙遜が人を造り上げます。

とわの森三愛高等学校　校長　榮　忍聖句解説 Vol.145
2018.1.15

発行：学校法人酪農学園
　　　　酪農学園大学／大学院／とわの森三愛高等学校

編集：学園広報室
　　　〒069-8501 北海道江別市文京台緑町582
　　　TEL（011）388-4158　FAX（011）388-4157
　　　HPアドレス：http://www.rakuno.ac.jp
　　　E-mail：koho＠rakuno.ac.jp

印刷：社会福祉法人 北海道リハビリー

お知らせ
Information

人の動き

助 教獣 医 学 類 五十嵐 寛高
2017年9月30日付け発令

2017年10月１日付け発令

大 　 学

【退　職】

Rakuno Gakuen University

Vol.145
新春号

聖句

Green Stage　～登校風景いま・むかし～

大 　 学 就 職 部 就 職 課 課 長

課長補佐
主任主事
主任主事
主任主事

主任主事
主任主事
主 事

課長補佐

野 村  正 裕
【昇　格】

（前.就職部就職課課長補佐）

【異　動】
大 　 学 教育センター教務１課 佐 々  秀 和

学 務 部 学 務 課 篠原 朱輝子
学 生 部 学 生 課 森 重  尚 子
EXセンター国際交流課 品 川  晴 香

（前.高校事務課課長補佐）

高 　 校 事 務 課 髙 橋  千 鶴 （前.事務局総務課課長補佐）

戦略本部 戦 略 本 部 佐 藤  雄 平 （前.事務局総務課主任主事）

事 務 局 総 務 課 吉 田  陽 平 （前.戦略本部主任主事）

総 務 課 花 田    愛 （前.学務部学務課主事）

（前.EXセンター国際交流課主任主事）

（前.教育センター教務１課主任主事）

（前.学生部学生課主任主事）

　ただ、知識は人を高ぶらせるが、愛は造り上げる。自分は何か知っていると思う人がいたら、その人は、
知らねばならぬことをまだ知らないのです。

コリントの信徒への手紙　　8章1節b～2節

棒たらと貯蔵野菜のカレー風味噌汁

〔作り方〕
棒たらの皮をむき、包丁（ハサミ）で食べやすい大きさに
切る。

1

鍋に飲料水を入れ、棒たらを30分程度浸しておく。2

野菜の皮をむき、じゃがいもは食べやすい大きさに切
り、タマネギは幅５mm程度のくし切り、人参はいちょう
切りにする。

3

２　 の鍋にじゃがいもと人参を加えて火にかける。4

じゃがいもと人参がやわらかくなったらタマネギを加え
て煮込む。

5

味噌を入れて溶かし、最後にカレー粉を適量加える。
（カレー粉：4人分で小指の爪の先程度の量）

6

たんぱく質の供給源として、保存食である棒たらを使用。う
まみをだし汁として活用することにより、味噌の使用量を
控えて減塩しました。カレー粉を使って臭みを抑え、誰でも
食べられるように工夫しました。

　農食環境学群２年次の「農産物利用学実習」では、特別講師とし
てヒンメリ作家の山本睦子氏を招き、本学で穫れたライ麦の麦わ
らの一部を使い、ヒンメリを作成しました。
　ヒンメリ(himmeli語源は独語のヒンメル「天」の意味)とは、ラ
イ麦の麦わらと糸を使って作る室内装飾です。北欧のフィンラン
ドでは収穫が終わったクリスマスシーズンにヒンメリを飾り、一
年の感謝の祈りを捧げます。
　出来上がったヒンメリはクリスマスまでの間、黒澤記念講堂に
飾られました。

クリスマスのヒンメリを作成

■ じゃがいも 80ｇ
■ タマネギ   60ｇ
■ 人参　　  60ｇ

〔材料〕4人分
■ 棒たら　  40ｇ
■ 味噌　　 40ｇ
■ カレー粉 0.5ｇ

■ 飲料水 800cc

北海道知事賞受賞 災 害 レ シ ピ
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学　長　竹 花  一 成

　新年、明けましておめでとうございます。皆様には健やかに新
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　本学の使命は、建学の精神である「健土健民」そして「三愛精
神」の継承にあります。この考えは全世界に向けて問いかけ、知ら
しめることができる立派な思想で、農業とは天地人の合作によっ
て人間の生命の糧を生み出す聖業であることを「循環農法図」で
より分かりやすく示しております。
　現在多くの大学が国際化を標榜していますが、日本はすでに
経済的には先進国とはいえない状況にあり、これまで本学が作り
上げてきた教育を商品として世界に乗り出すことが今後重要で
あると考えております。そのためには教育内容を外部からも認め
られることが必要で、その手段の一つとして、現在獣医学群が進
めている獣医学教育における国際認証制度の活用を模索して
おります。つまり酪農学園大学全体として、欧州獣医学教育機関
協会（EAEVE）による国際認証の取得を目指すということです。
　EAEVEによる国際認証を取得することにより、教育の質の高さ
が認められ、アジア地域の酪農を中心とした農学教育のパイオ
ニアとしてその存在が確立され、酪農学園大学の建学の精神を
世に知らしめることも可能になります。
　我々が今まで育んだ教育財産をより明確にし、第三者に認め
られる教育体制を作ることが求められているのです。すなわち、
古い物を守るために古いことを行うことだけではなく、古い物を
守るためには新しいことをも行うということです。
　その中では英語での教育ができるように少しずつ英語の堪能
な人材の採用を考えております。現在170名の教員のうち、英語
圏での学位取得、そして5年以上生活経験のある方が複数在職
しており、先ずはその方々による英語の講義・演習ができれば、よ
り一層国際化が進むものと考えております。本学の教育内容が第
三者からも認められるための道筋を作ることは学長の重要な責
務と理解しております。
　今後とも皆様の声を真摯に受け止め前進してまいりますので、
ご指導の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

「健土健民」の系譜と
教育内容の第三者評価

理事長　谷 山  弘 行

　「私は建学の精神を何に求めるか、と自ら問うたとき、いささか
も躊躇することなく、三愛主義をもって学園に生命を吹き込み、
理想を与え、そのバックボーンとすることにしたのである。神を愛
し、人を愛し、土を愛す、という三愛主義は古今東西永遠不滅の
真理に照らし、断じて恥じるところがない。それどころか、この三
愛主義をもって再興したのが我等の理想郷福祉平和国家デン
マークである。私は偉人グルンドビーにならい、日本再建の祈り
をこめて、三愛主義をもって酪農学園の建学の精神としたのであ
り、これを体得させ、実践する人材を輩出させることを使命とした
学園でなければ存在価値はないと確信している」。この文は、酪
農学園の創立者、黒澤酉蔵先生が著書「酪農学園の歴史と使
命」（1970年出版）の中で記述したもので、学園創立から37年後
のことであります。
　なぜ、この期にこの本が出版されたのか。当時の経済高度成
長期にあって大学を取りまく環境も大きく変化する時代であり、
全国的に吹き荒れる大学紛争の波は酪農学園大学にも及びま
した。学生は教育改革、教育環境改善を訴え、一部には暴力に訴
える者もいました。学生たちの不満は何であったのか。それが酪
農学園においては何であったのか。深く考えさせられる事柄であ
ります。おそらく、創立者は学園を取りまく環境の変化と学園その
ものの変質を敏感に感じ取り、未来の学園の姿に危惧を覚えて
の書ではなかったかと思います。
　2010年のとわの森三愛高等学校と2011年の酪農学園大学
の教育改革は、酪農学園の創立の原点に立ち返った改革であり
ましたが、未だ道半ばであります。高校は酪農学園大学の附属高
校として、個性を取り入れたコース制を導入、大学は「酪農学園
大学の原点と目指す改革」として、共に「建学の精神」を再確認
し、その教えを改めて問い直し、さらに具現化する道のりを探求す
る改革であります。その教えの中心は「建学の精神」を学ぶ体系づ
けられた教育であり、酪農学園に学ぶ具体的行動であります。大学
では、新入生全員に「建学原論（講義）」と「健土健民実習（農場実
習）」を課し、座学のみならず額に汗して学習に取り組んでいます。
　原点に立ち返った学園の改革運動が、一日も早くそのあるべ
き姿に繋がるように、教職員のみならず学園を支援していただく
多くの篤志家と共に活動を続けてまいりたいと思います。

「建学の精神」に立ち返る
教育活動の継続

大学のトピックス
Topics of the University

北海道ワイン株式会社と包括連携協定を締結

キャンパスが映画やテレビ番組の撮影場所に！

　北海道主催の「北の災害食コンテスト」で、食と健康学類３年の
池田浩輝さん、永山陽子さん、渡部明賢さん（いずれも給食経営管
理学研究室・小林道講師）のグループが考案した「棒たらと貯蔵野
菜のカレー風味噌汁」が、アレルギー対応食部門最優秀賞の北海
道知事賞を受賞しました。
　204作品の応募の中から、一般部門とアレルギー対応食部門で
それぞれ３作品、合計６作品が優秀賞に選ばれ、９月１日に最終審
査が行われました。

※受賞作品のレシピは8pに掲載しています。

　2016年に誕生した「酪農学園大学ワ
イン」を皮切りに、本学と北海道ワイン株
式会社は、相互の発展と学術の振興およ
び地域経済の発展・活性化を目指し、包
括連携協定を締結しました。９月20日に
北海道ワイン（株）本社において締結式
が行われ、本学竹花一成学長と北海道ワ
イン（株）嶌村公宏社長が協定書に署名
しました。

　本学は白樺並木や広い農場など、北海道らしい風景があるため映画
のロケ地としても協力することがあります。最近の映画では「探偵は
BARにいる ３」、「憲法と武器として 恵庭事件 知られざる50年目の真
実」が本学で撮影されました。映画の他にも「所さんの笑ってコラえて！ 
ダーツの旅」などテレビのバラエティー番組やニュース番組などの取
材を受けたり、学生がエキストラとして出演することもあります。

「北の災害食コンテスト」で
北海道知事賞を受賞

嶌村公宏社長（左）　竹花一成学長（右）

左から小林講師、永山さん、池田さん、渡部さん、高橋はるみ知事
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人工芝サッカー場、完成披露記念イベントを開催！

　２０１７年１１月３日、とわの森三愛高等学校人工芝サッカー場の完成披露記念イベントを開催しました。オープニングゲームとして、北海道高
校サッカーを常に牽引し続けている、2017年度インターハイ北海道チャンピオンの北海道大谷室蘭高等学校との記念試合を行いました。ま
た、江別のサッカー少年団を招待し、本校生徒との交流試合も開催しました。子どもたちの笑顔と元気な声が、ピッチ全体に響き渡り、選手たち
は全力プレーで汗を流していました。夕方からは、サッカー部OBも集合し、新しくなった母校のグラウンドの感触を確かめながら、交流ゲームを
楽しみました。
　同グラウンドは、道内高校では３校目となる人工芝サッカー場で、105m×68mのピッチにLED照明も完備。強化指定部であるサッカー部の
練習はもちろん、体育授業や各種サッカー大会会場としての使用、地域交流事業の推進の場としての活用も図っていきます。

チャレンジする学生
Students to Challenge

オープンキャンパススタッフの活動 ～最高のおもてなしのために～

　オープンキャンパススタッフは2017年度から
本格始動したボランティア活動です。
　年に数回しかないオープンキャンパスに来てく
ださる方々が楽しくワクワクできるような企画を
入試課の方と一緒に考え、大学内に入った瞬間か
ら「なんか楽しい」と感じられる空間を作るために
Welcomeボードを作成したり、まずは参加してい
る私たちスタッフが楽しいと感じられることを大
切に活動してきました。
　東京を含め今年度行った４回のオープンキャン
パスでは毎回新しい企画や制作物を増やし何度
来ても楽しい空間を合計70名程のスタッフで作
り大成功のうちに終えることができました。

⑤ 酪農学園だよりvol.145（2018.１.１5）

2016

　来年度のオーキャンではもっと楽しんでもらえる活動をしていき
たいと思っています。
　もちろん新しい企画やわかりやすく目を引くボードなども作って
いきますが、今年度のオーキャンで高校生一人一人に合った相談
や保護者の方の心配事にもっと対応できればと思いました。
　それらについてもいろんな改善案を出して楽しいオーキャンを
作り上げたいです。来年度もオーキャンにかかわるすべての人が
笑顔で活動でき、酪農学園大学の良さを伝えられるように頑張り
ます！

今後の目標大変さの中にみつけた充実感

　私は昨年度からオーキャン
スタッフとして何度か参加し
てきましたが、今年度は学生
の手でほとんど一から作り上
げていきました。
　企画も制作物も学生主
体のものが多く、計画どお
りに進まず意見がぶつかり
合うことや、前日ギリギリま
で制作物の準備に追われ
るなど大変こともかなり多
かったです。でも当日にな
るとスタッフ全員楽しそう

に高校生と話したり、私たちが作った色々なボードを真剣に見て
くれている高校生もいて「頑張ってよかった」という達成感があり
ました。
　オーキャンスタッフはボランティアなので自主的に活動すること
がほとんどでしたが、事前準備からたくさんのスタッフが加わり、忙
しい中でも色々なアイデアを持ち寄って、週2回行っていたミー
ティングはいつも先輩後輩関係なく仲良く、賑やかでした。
　私は今年度のオーキャン4回すべてに参加しましたが、6月に初
めて参加した1年生が、最後の9月には自分からどんどん話しかけ
られるようになり、3回すべてに来てくれた高校生や東京で話した
方が北海道まで見学に来てくれるなど、私たちの思いが伝わって
うれしく思いました。この１年オーキャンスタッフをやって視野がす
ごく広がり、新しい道を開拓できた気がしています。

循環農学類２年
鈴木星麗さん

頑張って
よかった
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活躍する同窓生
Active Alumni

日本の伝統食を守り抜くわれら納豆一家
乳酸菌入り納豆で起死回生！ ねば～ギブアップ！！

内藤食品工業株式会社

内藤 祐美 さん
酪農学部　食品科学科（応用微生物学研究室） 2013年卒業

な い　と う ゆ　 　み

　室蘭市の「おらが街納豆」で知られる内藤食品工業は家族
経営の納豆屋です。親子２代に渡ってのれんを守り、今年で
創業63年を迎えます。大型スーパーの進出に大手メーカー
が乗り出し、小規模の納豆屋は厳しい状況へと追いこまれま
した。幾度も廃業の窮地を乗り越え、2017年に誕生した乳
酸菌入り納豆が健康志向の女性を中心に注目され話題と
なっています。その内藤家の奮闘を祐美さんと姉の髙橋幸恵
さんに伺いました。

⑥ 酪農学園だよりvol.145（2018.1.１5） ⑦ 酪農学園だよりvol.145（2018.1.１5）

祐美：とにかく家のことを第一に考えていました。納豆造りに
役立てたかったので、食について学べることや家に何かあって
もすぐに帰れることを優先しました。昭和30年代の建物なの
で、よく物が壊れる（笑）。

姉：「看板が落ちた！」とTwitterでつぶやいたら「また落ちた!!」
と周りが盛り上がり、落ちた看板の一部が売れました（笑）。「建
て直したら、もう応援しない」なんて声もあるくらい愛されて
います（笑）。

酪農学園大学を選んだ理由

祐美：微ゼミと仲の良い友人がいた乳ゼミを行き来していまし
た。本来、乳製品や醸造の世界では納豆菌は御法度！ですから、
微ゼミ・乳ゼミにとって納豆菌は嫌われものです。それでも
やっぱりあきらめられなかったので、納豆菌の研究をやらせて
ほしいと山口昭弘先生にお願いしました。先生は好きな事を
やっていいよと言ってくださいました。皆さんの迷惑にならな
いよう、朝２時に実験室に行って納豆菌の研究をしていました
が、それもまったく苦になりませんでした。好きなことをさせ
ていただいて本当に感謝しています。

学生時代のエピソード

祐美：納豆屋は、納豆菌を買って自分たちで調合して造るんで
す。うちの納豆は北海道産（以下道産）の大豆だけを使用してい
ます。輸入大豆は苦みがあるのに対して、道産の大豆は甘いん
です。輸入大豆で大量生産したら安い価格の納豆は造れます
が、納得のいく納豆は造れません。安全・安心はもちろん、道産
のおいしい納豆を食べてもらいたいです。

姉：全国納豆鑑評会で道産の納豆が一番多く受賞しています。
手前みそになりますが、22回開催されたうち9回はうちの納豆
が受賞しています。これは、道産の納豆が評価された結果だと
思っています。

こだわりの納豆

姉：2016年にTwitterで「銀行に融資断られた!!」とつぶやいた
ことがマスコミに取り上げられ、全国から注文が殺到し廃業を
免れるということがありました。その一連の報道を知った森永
乳業（株）さんから「シールド乳酸菌を使ってみないか」とお話
がありました。私は、乳臭くなると思ったのでお断りするつも
りでしたが、妹に「乳酸菌入り納豆を造るのが夢だった。頼むか
らやらせてほしい！」と強く迫られました。

祐美：納豆の粘りはメーカーによって違います。うちの納豆は
とにかく粘りが強い！納豆菌がどれだけ頑張ってくれるか（働
くか）で、粘りが違ってきます。
　乳酸菌と納豆の相性が良いことは学生時代の経験から知っ
ていました。滅菌してあるので、納豆の風味はそのまま。菌自体
は死んではいますが、働きは活きているので、免疫力が高まります。
ちなみに、森永乳業（株）さんの担当者が酪農大出身だったんで
す！これも何かの縁と一緒に力を合わせて新商品を完成させま
した。

乳酸菌納豆誕生の経緯

祐美：日本の伝統食を守るため、道産の納豆を広めるため、これ
からも道産の原料を使った納豆造りにこだわっていきたいと思
います。うちの納豆は、室蘭の道の駅をはじめ、北海道内のイオン
や西條、大丸百貨店でしか買えません。地元優先は基本的に変わ
りませんが、東京のアンテナショップに置いて欲しいというお客
様のご要望に応えられるよう、少しずつ展開していきたいです。

今後の目標

祐美：大学で得られるものは大きいと思います。勉強で得る知
識もそうですが、かけがえのない友達を作るということは一生
の宝物になります。どうぞ友達を大切にしてください。

後輩へのメッセージ

■ 1990（平成２）年11月生まれ（27歳）
■ 出身地：北海道
■ 出身高校：室蘭海星学院高校
■ 趣味：読書(好きな作家／遠藤周作) 
■ 卒業後：室蘭市の嘱託職員として勤務する傍ら両親・姉と共に内藤家を支える。
　 納豆菌の調合など主に製造担当として力を注ぐ。

プロフィール

父・孝幸さん、母・朋子さん、姉・髙橋幸恵さん、祐美さん

ステッカーを制作し応援する企業も出現

だぶるの力納豆のパッケージデザインは、イラストが得意な
祐美さんの案が生かされた。

秋葉原のスープカレー専門店
「スープカレー カムイ」とコラボ
北海道ねぎ味噌なっとうを使ったオム
レツカレーを提供

アクセサリーショップ「ピーチ」とコラボ
サッポロファクトリーでヤヤン昆布納豆を販売

クリスタルガイザーとコラボ
Twitterにフォロー＆リツイートで「クリスタルガイザー」
700ml 24本と特選北海道産納豆詰合せ「福箱」 が当
たるプレゼント企画を実施

100
億個の

乳酸菌
×納豆

菌

道産鮭ダレトモエ福山醸造

乳くさくない

道産大豆
100％
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からも道産の原料を使った納豆造りにこだわっていきたいと思
います。うちの納豆は、室蘭の道の駅をはじめ、北海道内のイオン
や西條、大丸百貨店でしか買えません。地元優先は基本的に変わ
りませんが、東京のアンテナショップに置いて欲しいというお客
様のご要望に応えられるよう、少しずつ展開していきたいです。

今後の目標

祐美：大学で得られるものは大きいと思います。勉強で得る知
識もそうですが、かけがえのない友達を作るということは一生
の宝物になります。どうぞ友達を大切にしてください。

後輩へのメッセージ

■ 1990（平成２）年11月生まれ（27歳）
■ 出身地：北海道
■ 出身高校：室蘭海星学院高校
■ 趣味：読書(好きな作家／遠藤周作) 
■ 卒業後：室蘭市の嘱託職員として勤務する傍ら両親・姉と共に内藤家を支える。
　 納豆菌の調合など主に製造担当として力を注ぐ。

プロフィール

父・孝幸さん、母・朋子さん、姉・髙橋幸恵さん、祐美さん

ステッカーを制作し応援する企業も出現

だぶるの力納豆のパッケージデザインは、イラストが得意な
祐美さんの案が生かされた。

秋葉原のスープカレー専門店
「スープカレー カムイ」とコラボ
北海道ねぎ味噌なっとうを使ったオム
レツカレーを提供

アクセサリーショップ「ピーチ」とコラボ
サッポロファクトリーでヤヤン昆布納豆を販売

クリスタルガイザーとコラボ
Twitterにフォロー＆リツイートで「クリスタルガイザー」
700ml 24本と特選北海道産納豆詰合せ「福箱」 が当
たるプレゼント企画を実施

100
億個の

乳酸菌
×納豆

菌

道産鮭ダレトモエ福山醸造

乳くさくない

道産大豆
100％



⑧ 酪農学園だよりvol.145（2018.１.15）

※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　キリスト教（聖書）を基盤におく教育を明示している酪農学園が、「キリスト教教育とは何ですか？」と
問われた時に、忘れてはならない箇所と思います。人を造り上げるのは知識ではなく愛であるという
考え方、それは知識偏重を退けて神の愛によって活かされていることに感謝し謙遜に歩むことを勧め
る生き方となります。「学」の追究を使命とする教育機関において、「愛（関係性）」とのバランスが問わ
れます。追究してたどり着いた正しさを人の功績とはせずに、愛による関わりを与える神様の支えに感
謝し、賛美につながる謙遜が人を造り上げます。
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人の動き

助 教獣 医 学 類 五十嵐 寛高
2017年9月30日付け発令

2017年10月１日付け発令

大 　 学

【退　職】

Rakuno Gakuen University

Vol.145
新春号

聖句

Green Stage　～登校風景いま・むかし～

大 　 学 就 職 部 就 職 課 課 長

課長補佐
主任主事
主任主事
主任主事

主任主事
主任主事
主 事

課長補佐

野 村  正 裕
【昇　格】

（前.就職部就職課課長補佐）

【異　動】
大 　 学 教育センター教務１課 佐 々  秀 和

学 務 部 学 務 課 篠原 朱輝子
学 生 部 学 生 課 森 重  尚 子
EXセンター国際交流課 品 川  晴 香

（前.高校事務課課長補佐）

高 　 校 事 務 課 髙 橋  千 鶴 （前.事務局総務課課長補佐）

戦略本部 戦 略 本 部 佐 藤  雄 平 （前.事務局総務課主任主事）

事 務 局 総 務 課 吉 田  陽 平 （前.戦略本部主任主事）

総 務 課 花 田    愛 （前.学務部学務課主事）

（前.EXセンター国際交流課主任主事）

（前.教育センター教務１課主任主事）

（前.学生部学生課主任主事）

　ただ、知識は人を高ぶらせるが、愛は造り上げる。自分は何か知っていると思う人がいたら、その人は、
知らねばならぬことをまだ知らないのです。

コリントの信徒への手紙　　8章1節b～2節

棒たらと貯蔵野菜のカレー風味噌汁

〔作り方〕
棒たらの皮をむき、包丁（ハサミ）で食べやすい大きさに
切る。

1

鍋に飲料水を入れ、棒たらを30分程度浸しておく。2

野菜の皮をむき、じゃがいもは食べやすい大きさに切
り、タマネギは幅５mm程度のくし切り、人参はいちょう
切りにする。

3

２　 の鍋にじゃがいもと人参を加えて火にかける。4

じゃがいもと人参がやわらかくなったらタマネギを加え
て煮込む。

5

味噌を入れて溶かし、最後にカレー粉を適量加える。
（カレー粉：4人分で小指の爪の先程度の量）

6

たんぱく質の供給源として、保存食である棒たらを使用。う
まみをだし汁として活用することにより、味噌の使用量を
控えて減塩しました。カレー粉を使って臭みを抑え、誰でも
食べられるように工夫しました。

　農食環境学群２年次の「農産物利用学実習」では、特別講師とし
てヒンメリ作家の山本睦子氏を招き、本学で穫れたライ麦の麦わ
らの一部を使い、ヒンメリを作成しました。
　ヒンメリ(himmeli語源は独語のヒンメル「天」の意味)とは、ラ
イ麦の麦わらと糸を使って作る室内装飾です。北欧のフィンラン
ドでは収穫が終わったクリスマスシーズンにヒンメリを飾り、一
年の感謝の祈りを捧げます。
　出来上がったヒンメリはクリスマスまでの間、黒澤記念講堂に
飾られました。

クリスマスのヒンメリを作成

■ じゃがいも 80ｇ
■ タマネギ   60ｇ
■ 人参　　  60ｇ

〔材料〕4人分
■ 棒たら　  40ｇ
■ 味噌　　 40ｇ
■ カレー粉 0.5ｇ

■ 飲料水 800cc

北海道知事賞受賞 災 害 レ シ ピ


